
 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘ（ＳＯＲ）変換時、分散を追加 

 ＥＮＳＤｔｏＯＤＦ（Ｖｅｒ１．０２Ｇａｕｓｓ）ソフトウエア試験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    ２０２２年０６月１５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 データ点数の少ないＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘで解析を行った場合、離散的な極点図が 

   描画される。同一データをＭＴＥＸで解析を行うと、綺麗な極点図が描画される。 

   ＭＴＥＸでは、ＦＷＨＭ指定でデータによる平滑化が行われている。 

   しかし、ＬａｂｏＴｅｘではこのようなパラメータが存在しないため、 

   入力データを分散させる事でＭＴＥＸと同様の極点図の描画を目的とする改造試験を行う。 

 

対策 

 ＥＢＳＤデータはｅｕｌｅｒ角度の羅列である。 

    ＯＤＦのＢｏｘを作成し、ＥＢＳＤデータのｅｕｌｅｒ角度から分散データをＯＤＦＢｏｘに加算する。 

 全てのＥＢＳＤデータの処理後、ＯＤＦＢｏｘデータを入力データフォーマットと同一の 

    ファイルを作成する。 

ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアの改造 

 

 

 分散計算用ＦＷＨＭを指定する。 

 



資料ＤＣ０６＿２ｕｎｉａｘ．ａｎｇデータ解析より 

ＬａｂｏＴｅｘ解析結果 

 

 

ＭＴＥＸ（ＦＷＨＭ＝２５ｄｅｇ、ＥＢＳＤデフォルトＦＷＨＭ＝２５） 

 

 上記ＭＴＥＸ解析結果を目標にする。 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘの TD方向は逆転しています。（極点図が逆回転） 


